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【サンプリング・解析手法】 
 純淡水棲無脊椎動物であるサワガニ
類 Geothelphusa を対象にサンプリン
グを実施した。また，採集した個体から
全ゲノム DNAを抽出し，DNAバーコ
ード領域であるCOI領域の配列を決定
し，塩基配列情報を用いて系統解析を
実施した。 
 本助成でのサンプリングを通じ，こ
れまで特にサンプルが不足していた紀
伊半島，足摺半島といった地域を中心
に，未解析地域のサンプルを充実させることができた（上図）。これまで遺伝子解析を実施
してきたサンプルに本助成での採集サンプルを加えることで，日本列島に分布するサワガ
ニ系統群の系統関係・分布域の把握や，系統間の移動分散について考察した。 
 
【系統解析】 
 本助成の成果より，大幅に解析サンプルを追加す
ることができた。一方で，黒潮海流に起因する移動分
散が重要であるという，従来の傾向は依然として支
持された（右図）。それだけでなく，従来は四国集団
のみから検出された系統に，紀伊半島の集団が属す
るような結果が得られた。この結果から，過去九州に
分布していた系統の一部が，黒潮海流により，四国，
近畿半島，伊豆半島といった地域に分布を広げた可
能性も示唆される。その後，太平洋側の半島部に分布
を広げた集団の一部から，本州広域系統が派生した
ことも考えられる。 
 この仮説の検討には ABC 解析を用いた集団の歴
史的変遷の推定や，Migrate-n などのソフトウェアに
よる移動分散の推定が重要である。一方で，今回のミ
トコンドリア領域の解析からは十分な多型が得られ
ず，信頼性の高い推定結果が得られなかった。 
 今後は Mig-seq や RAD-seqなど，次世代シーケン
サーを用いた高感度マーカーによる解析が重要にな
ると考えられるが，本助成の成果により，その解析の
基盤となる重要なサンプルおよび知見を蓄積することができたと考えている。 
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